
令和８年度 学校評価報告書（目標設定）        神奈川県立小田原支援学校 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

１ 
教育課程 

学習指導 

・児童・生徒の自

立と社会参加を

目指して、各教

育部門、小学部・

中学部・高等部

を通した一貫し

た教育を行な

い、系統性のあ

る教育課程の編

成や組織的な授

業改善に取り組

む。 

⓵学習指導要領を
踏まえた、適切な
教育課程の編成
や、授業改善に取
り組み、系統性の
ある学習内容を構
築する。 

 

 

⓶１人１台端末や
電子黒板等を利活
用した授業づくり
や個別の教育的ニ
ーズに応じた学習
指導の充実を図
る。 

⓵教育課程変更内容を

保護者・関係機関に周

知するとともに令和９

年度実施のための調整

を行う。教育的効果の

向上と業務効率化の両

面の中長期的な目標・

方向性を保護者に示

す。 

⓶丁寧な ICT 機器活用

事例紹介と、電子黒板

と連動した一人一台端

末活用のための研修を

繰り返し行い、紹介事

例を体験する場を設定

する。 

⓵令和９年度実施に向

けた教育課程の変更に

向けて実効性のある調

整ができたか。中長期的

な目標・方向性を示すこ

とができたか。 

校外での活動について

ねらいや内容を整理し、

小中高の系統性を見え

る化できたか。 

⓶事例紹介や研修会を

実施し、児童・生徒の実

態に適したＩＣＴ機器

を利活用した授業づく

りの成果をまとめられ

たか。 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

・児童・生徒一人

ひとりの実態や

支援ニーズ、生

活年齢を十分に

踏まえた上で、

アセスメントを

充実させ、指導・

支援を組織的、

計画的に取り組

む。 

⓵児童・生徒の実
態や本人の思い・
願いを踏まえ、教
育的ニーズに応じ
た指導・支援に取
り組む。 

 

 

 

⓶指導・支援を組
織的に行うための
体制を構築し、課
題の解決に向けた
取り組みを充実さ
せる。 

⓵児童生徒に適したア

セスメントを行い根拠

のある個別教育計画を

作成する。アセスメン

ト結果を個別教育計画

や授業に反映させるた

めの手順の共有につい

て検討する。 

⓶地域・保護者の意見

を取り入れ「スタンダ

ード」の充実を図る。 

⓵専門職や相談担当教

員、関係諸機関等と連携

してアセスメントを行

い、個別教育計画を作成

できたか。アセスメント

結果を個別教育計画や

授業に反映させるため、

組織的に取り組める手

順を検討できたか。 

⓶地域・保護者の意見を

取り入れて「適切で丁寧

なかかわりのスタンダ

ード」の見直しを行えた

か。 

３ 
進路指導・
支援 

・将来の一人ひ

とりの生活の充

実をめざし、自

己選択、自己決

定する力を高め

るとともに、卒

業後の進路を視

野に入れ、障が

いの特性や発達

段階に応じた進

路指導・支援を

行う。 

⓵小学部・中学
部・高等部を通し
た一貫したキャリ
ア教育全体計画を
立て、将来を見据
えた育てたい力の
育成を図る。 

 

 

 

⓶保護者への進路
情報や福祉制度に
関する各種情報を
周知し、そのニー
ズに応えるととも
に理解啓発を図
る。 

 

⓵Ｂ部門におけるキャ

リア発達３段階表のポ

イントをねらいとした

教科学習・自立活動の

実践の共有を図る。小

中高の発達段階に応じ

た自己選択・意思形成

促進をねらいとした授

業展開を行う。 

⓶進路専任と連携した

学習、指導・支援を継続

するとともに中学部段

階からの積極的な進路

についての対話を推進

する。 

⓵キャリア教育一覧表

を基にした授業実践の

共有を図ることができ

たか。自己選択・意思形

成促進をねらいとした

授業を展開できたか。 

 

⓶進路専任と連携した

学習を積み重ねること

ができたか。進路説明会

や福祉制度説明会、事業

所見学等を小中学部保

護者へも参加してもら

うことができたか。 

－８－ 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和６年度策定） 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 

具体的な方策 評価の観点 

４ 
地域等との
協働 

・他者理解と多

様性を認め合う

共生社会の実現

に向け、障がい

のある児童・生

徒の理解啓発を

図るため、地域

への発信や、地

域と連携した教

育活動を充実さ

せる。 

⓵地域における支

援教育の充実や特

別支援学校におけ

るセンター的機能

を発揮できるよう

に努める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⓶他者理解と多様

性を認め合う共生

社会の実現に向

け、地域と連携し

た教育活動を充実

させる。 

⓵人的交流による成果

物を活かした新たなセ

ンター的機能の活用の

在り方を検討する。 

前年度の反省やそれぞ

れの教育的ニーズを十

分にすり合わせて居住

地交流や学校間交流を

実施し、強みや興味関

心を伸ばす工夫を行

う。 

三の丸ホールで学校作

品展を実施する。展示

作品の氏名表示や、出

品する作品選出の在り

方の検討を行う。 

⓶小中高それぞれの発

達段階に応じて継続的

に地域へ貢献する活動

に取り組み、児童生徒

の自己肯定感の育成に

つなげる。 

⓵地域の関係機関のニ

ーズに応じて、学校全体

で巡回相談等を実施す

るとともに、人的交流に

よる成果物の活用方法

を整理することができ

たか。 

互いのニーズや子ども

の強みや伸ばしたい力

を共有して目標設定す

ることにより、交流及び

共同学習等の実施を発

展できたか。 

作品選出方法や表示方

法を整理するとともに

居住地での作品展の充

実を図ることができた

か。 

⓶小中校の段階に応じ

た地域貢献活動を設定

することができたか。地

域の資源の活用や地域

企業と連携を図り、継続

的に地域への貢献を果

たすことができたか。 

５ 
学校管理
学校運営 

・児童・生徒の安

全と健康を守

り、防災教育に

取り組み、良好

な教育環境の整

備を推進する。 

・不祥事防止に

努め、教職員一

人ひとりが当事

者意識を持ち、

良質の同僚性を

構築し、教職員

の人格的資質 

・専門性の向上

を図るとともに

教職員の働き方

改革を推進す

る。 

⓵災害時等に備え

た緊急時の組織的

な危機管理体制の

確立と防災教育の

充実を図る。 

 

 

 

 

 

⓶不祥事ゼロをめ

ざし不祥事防止に

向けた会議・研修

会の実施及び啓発

活動を継続して行

う。また、働き方改

革を推進し、質の

高い教育の充実を

果たす上でも教職

員が一定程度ゆと

りをもって授業に

臨めるようしてい

く。 

⓵・多くの施設とのパ

ートナーシップの広が

りを模索するととも

に、災害時また災害時

以外でのつながりも模

索する。 

小田原支援学校で大井

高校敷地校舎を管理。

分教室独自の避難訓

練、不審者対応訓練の

計画と実施する。 

Ｂ部門の避難時の体

制・避難ルートの見直

しと教室配置の検討を

行う。 

・校内の安全な環境整

備を進める。 

⓶校務支援システムの

活用や活用しやすい仕

様へ校務フォルダの整

理を実施し業務の効率

化を図る。 

目指すビジョンを共有

できる職員ワークショ

ップを開催する。 

⓵地域施設との一時避

難等のパートナーシッ

プを増やすことができ

たか。大井分教室単独の

訓練計画を立案し、体制

を整えることができた

か。想定訓練時において

児童・生徒の安全を確保

できる体制を作れたか 

より安全な教室配置に

ついて方向性をまとめ

ることができたか。 

⓶不祥事ゼロが達成で

きたか。不祥事防止に係

る啓発資料等の作成、会

議や研修会の実施状況

から検証する。校務支援

システムの活用や活用

しやすい仕様へ校務フ

ォルダを整理し業務の

効率化につなげられた

か。目指す方向性を一堂

で考えることで、教職員

の主体的な学校づくり

への意識変化はあった

か。 

－９－ 


